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陳情第151号 川崎市における自転車利用に関する情報提供のあり方についての陳情

（１）目的
・川崎市営駐輪場を御利用の皆様等に、タイムリーでかつダイレクトに
市営駐輪場や自転車利用など、本市の自転車対策に関する情報をお届
けするためのメールマガジン。

・コロナ禍に外出が抑制される中、駐輪場に行かなくても情報が伝わる
ように、補完的なツールとして令和2年9月から配信開始

.

（２）配信内容

資 料

4人 50人
201人 311人 347人 377人 396人

0
100
200
300
400
500

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年 R8年

主な内容配信回数年度
駐輪場新設・閉鎖の案内、放置禁止区域拡充の案内
コロナ影響による返金の案内5回令和2年度

駐輪場新設・閉鎖の案内、放置禁止区域拡充の案内
コロナ影響による返金の案内9回令和3年度

駐輪場新設・閉鎖の案内、放置禁止区域拡充の案内4回令和4年度
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｷｬﾝﾍﾟｰﾝの案内1回令和5年度
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｷｬﾝﾍﾟｰﾝの案内1回令和6年度
ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｷｬﾝﾍﾟｰﾝの案内、アンケート協力依頼2回令和7年度

（４）現状
・コロナ後は、利用者が現地で情報を得ることが可能になったため、
補完的なツールであるメールマガジンはキャンペーン案内等を中心と
した全般的な情報の配信となっている。

（５）主な課題
・メールマガジンは登録者のみに配信されるため、自転車施策全般に関
する情報発信の対象者が限定される。
・メールでは文字情報が中心となるため、地図やイラストなどの視覚
的な情報を確認するには、別サイトへ移動する必要がある。

（６）川崎市自転車活用推進計画の位置づけ（令和8年3月改定）
「市営駐輪場施設の情報提供の充実」
ホームページやSNSのほか、デジタルサイネージや大型ビジョンなど、

様々な媒体を広く活用し、広報・啓発の充実。

（３）登録者数

期間：令和8年5月1日～5月14日
方法：Logoフォーム（オンライン）
対象：かわチャリメールマガジン登録者 396人
回答数：22人

１ かわチャリメールマガジンの概要 ２ 今後の配信媒体に関する利用者アンケートの概要

・22人中19人が「利用している駐輪場（現地）」で情報を得ている
とあり、現地での掲示の重要性を再認識できた。
・現地での掲示に加え、LINEなどの媒体を併用することも望まれて
いる事が分かった。

・回答者の中でも、さらなる情報として「満空情報」を求めている
利用者が多いことが分かった。

現地掲示に加えて、必要な情報がより多くの利用者にすぐ届く、
新たなツールを検討する必要がある。

アンケート結果から分かった駐輪場利用者が求めるお知らせ方法
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陳情第151号 川崎市における自転車利用に関する情報提供のあり方についての陳情

令和8年2月に川崎市公式LINEがリニューアルされ、操作性の向上ととも
に、利用者が「配信カテゴリー」や「地域」を設定できるようになり、市
民一人ひとりが受け取りたい情報を選択可能となった。
そのため、必要な情報がより多くの利用者にすぐ届く新たなツールとし

て、本市公式LINEによる情報発信に移行し、本年6月から配信開始

・多くの利用者に見てもらえること。
・配信内容は文字だけでなく視覚的な情報も表示可能であること。
・利用者が任意で得たい情報を設定可能であること。
・駐輪場の満空情報を手軽に受信できること。

３ 新たな情報提供媒体に求める機能の検討

４ 川崎市公式LINEへの移行による新たな機能

LINEかわチャリメルマガ項目
LINE登録者（88,342人）
※令和8年7月14日時点

メルマガ登録者（396人）
対象

区ごとに配信設定可能不可（メルマガ登録者に一斉配信）配信区の設定

可能不可（メルマガ登録者に一斉配信）配信カテゴリの設定

7か国語（配信時に自動翻訳）3か国語（所属で手動翻訳）多言語配信

川崎市公式LINEによる情報発信について検討・移行準備

＜川崎市公式LINEの選択画面＞

５ 利用者に向けた川崎市公式LINE利用の周知

（１）実施済の周知内容
・市内154箇所の市営駐輪場にポスター掲示
・施設管理人による案内

（２）今後実施する周知内容
・放置自転車に貼付する警告札の裏面にお知らせを印刷
・機能のアップデート時にポスター掲示

＜施設掲示用案内ポスター＞ ＜駐輪場に掲示した様子＞

＜警告札裏面の案内イメージ＞ ＜警告札を貼付したイメージ＞
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陳情第151号 川崎市における自転車利用に関する情報提供のあり方についての陳情

・利用者が欲しい情報をカスタマイズできるため、区別配信を設定し、特定地域に向
けた駐輪場の新設・閉鎖情報をより地域に根差した形で発信

・画像やイラストなどを活用して、自転車の乗り方、停め方などのルール、放置禁止
区域に関する視覚的に分かりやすい情報を発信

・利用者が曜日や時間などを任意に設定できる市営駐輪場の一時利用の満空情報を
LINEプッシュ通知で発信

６ 今後発信していく主な内容

（１）陳情要旨
かわチャリメールマガジンの未配信状態を是正し、今後の方針を明確にすること。
あわせて、LINE等を活用し、市民に情報が確実に届く仕組みを構築すること。

（２）陳情項目
①「かわチャリメールマガジン」の今後の方針について、継続、改善、廃止のいず
れかとするのかを明確にし、市民に分かりやすく説明すること。

②廃止する場合には、それに代わる情報提供の手段として、LINE等を活用した仕組
みを検討し、利用者にとって情報を受け取りやすい環境を整備すること。

③市営駐輪場に関する情報について、適時かつ継続的に発信される体制を整備する
こと。

① メルマガの今後の方針、② 情報を受け取りやすい環境の整備
アンケートでは約8割の利用者が現地掲示から情報を得ていることが確認されまし

た。また、現地掲示に加え、その他の媒体による情報発信も求められています。
このため、より多くの方へ効率的かつ効果的に情報発信することを目的に、現地
掲示に加え、新たに本年6月5日から川崎市公式LINEによる情報発信を開始しました。
なお、LINEへの移行により、かわチャリメールマガジンは5月29日をもって終了し

ています。今後、駐輪場の満空情報をリアルタイムで配信する機能を実装する予定
です。

③ 継続的な情報発信
今後、駐輪場に関する新設・閉鎖・満空情報、定期利用のお知らせ、自転車の通

行環境に関する情報、安全利用に関するお知らせ、ルールやマナーなどの情報につ
いて、定期的に発信し利便性の向上を図っていきます。

７ 陳情の要旨

８ 本市の考え方

＜満空情報をリアルタイムで配信するイメージ＞

＜地図情報で視覚的に分かる満空情報＞
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